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〈背景)肥満は生活習捜病とのs喜連性が議iいため，減量

指導が肥満者になされる。しかし，食事制限による滋畿は

骨盤を減少させることが報告されている。その要因として，

体護減少に伴う脅への力学的負荷の低下があげられている。

脅へ力学的負荷をかける運動は脅議を維持，増加させる効

果があることから，滅議期間中に運動を実践すること泣，

脅議減少の抑制につながると考えられる。

(自的)本研究では，減議期間中の運動が骨盤に及ぼす影

響を検討するために， 3ヵ丹簡の“運動+食事制緩による

滅盤プログラムH を実施し，減盤前後の骨量変動を検討し

た。また，脅の 1)モヂリングには 3"'6ヵ月かかることか

ら，減盤教室終了後 I年経過時に骨盤を再言語定した結果を

加えて検討した。

(方法)対象者は， 3ヵ月間の滅盤教室iご参加した中年肥

満女性 54名(年齢49.7二七7.4c議，体重66.7土7.5kg.体脂

肪率 37.6土3.4%)であり，食事制限のみを行なう食事群26

名と，食事制躍に加えて運動を爽銭する運動併用群 28名

に配鐙した。教室終了後 1年経過時の追欝調査に参加した

の誌 28名であり，食事群，運動併用群ともには名ずつで

あった。減議前後および遺跡i議査時に二重エネルギ-x線

吸収法による全身骨澱定を実施し，体重 Ckg)， B前]CkgJm2
)， 

体脂肪率(%)および脅盤の情報として骨塩議 (g)，脅欝

度(gJcm2) を算出した也また， l鐙議事調査時には教室後 1

年Il号の運動実践状況も調査した。

(結果)3ヵ月燃の誠量教議終了後，食事群，運動併用若手

ともに体重， BM1. 体脂肪率，骨塩盤，骨密度が荷意に減

少した。関群を比較すると，脅壌量を除く全ての項目で運

動併用群の減少率が有意に大きかった。追跡調査の結果，

教室終了後 1年経過時の体重は両群とも若干増加したが，

運動併用群では滅議前と比べて有意に低纏であった。教室

後 1年間の体重， BMl，体脂肪・率，骨密度の変化率に群関

2きはなかったが，骨塩撞は食事群の方が有意に増加してい

た。しかし，運動を実殺していた 17名(食事群 6名，運

動併用群 11名)と運動を実銭していなかった 11名(食事

群 8名，運動併用群 3名)の比較では，いずれの項自にも

群間差はなかった。

(考察)本研究の結果から. 3ヵ月間の減量期間中に運動

を実践することは，より効率よく減量を達成させる一方で，

骨密度をよワ大きく誠少させることが示綾された。その整

留として，体重減少量の差があげられる。体重と骨密度の

問に組関関採のあることは先行研究から明らかである。体

重減少塾をそろえることは難しいが，今後の課題としたい。

追跡識査の結果かも，減量に伴って減少した脅準監は，教

室後 1年間でほぼ維持されており， 3ヵ月間の変化は一時

的な変化であったといえる。しかし，本研究では脅監(脅

塩盤，脅密度)の変化を運動実銭状況の差のみで説明する

に泣き空らなかった。
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